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再処理･リサイクル部会 

 

核燃料サイクル施設シビアアクシデント研究 WG の設置について 

 

１．目的 

我が国では，福島第一原子力発電所事故の教訓を踏まえて，原子力発電施設

だけでなく，核燃料サイクル施設についても重大事故のリスクを検討し，これ

に基づいて安全確保のあり方を見直し，一層の安全性向上について検討するこ

とが，喫緊の課題となっている。 

日本原子力学会再処理・リサイクル部会は，再処理施設等の建設，運転，安

全評価，研究開発，人材育成等に係わる多様な組織の研究者，技術者により構

成される部会である。この特性を活かして，部会員が有する最新の知見及び専

門的経験に基づいて，科学技術的観点から上記課題を検討し，科学合理性の高

い安全確保及び安全規制並びに社会への説明責任の達成に資するよう，その成

果を社会に発信することは，当部会の使命と認識する。 

具体的には，核燃料サイクル施設における内的及び外的事象に起因する重大

事故を科学的・技術的観点から選定する方法について提案する。この選定方法

の有効性を確認するために、核燃料サイクル施設（主に、再処理施設）におい

て影響が大きいと考えられる事象を検討するとともに、今後の課題を抽出する。

また，現在進められている原子力発電所の類似の検討結果と比較しつつ，サイ

クル施設に特徴的な課題と違いについて整理する。 

以上の目的を達成するため，本WGを設置する。 

 

２．運営 

再処理・リサイクル部会が主催し，原子力安全部会の協力を得て運営する。

当面１年間の開催とし，成果を見て次年度の検討を行う。 
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